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１．はじめに
　クエーカーことフレンドの公式教会名はキリス
ト友会であるが、フレンド派と呼ばれることも多
い。この教派の日本伝道はフィラデルフィア・フ
レンドによって始められた。同派の日本伝道の歴
史を、私はフィラデルフィア・フレンド婦人外国
伝道協会の結成時から追っている。１）長い間、研
究してきたにもかかわらず、未だに解明できない
疑問がいくつか残されている。その一つが、なぜ
フィラデルフィア・フレンドたちが日本を伝道地

に選んだかである。定説では、内村鑑三と新渡戸
稲造がフィラデルフィア・フレンド婦人外国伝道
協会の会合に出席した際、日本伝道を要請したこ
とが契機とされている。２）しかしながら、同婦人
外国伝道協会の記録を子細に読むと、内村と新渡
戸のスピーチ以前の段階で、すでに日本伝道開始
の決定は下されており、彼らの講演は言わば日本
伝道開始のお披露目会のようなものであったこと
が判明する。
　フィラデルフィア・フレンド婦人外国伝道協会
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資料の中で日本人が初めて登場するのは、1883
年 8 月 14 日の議事録である。フィラデルフィア
に住む一人の日本人学生からの手紙が読み上げら
れている。この手紙には、フレンド派の教えは日
本の上層階級に受け入れられるだろうと記されて
いた。新渡戸が渡米したのは 1884 年 9 月、そし
て内村の渡米は 1884 年 11 月のことである。それ
ゆえ、この学生は新渡戸でも内村でもない。３）

それでは、この人物とはいったい誰なのか。1883
年の時点でフィラデルフィアにいた日本人学生と
いうのであれば、柴四朗だろうと推測し、これま
で彼に関する資料を少しずつ集めてきた。柴四朗
とは、明治時代に絶大なる人気を博した政治小
説『佳人之奇遇』（全 16 巻）の作者、東海散士に
他ならない。四朗は戊辰戦争で敗北した会津藩の
出身で、苦労してアメリカ留学の途を拓き、1879
年に渡米。1882 年から 1884 年までの 3年間、ペ
ンシルベニア大学で学んだ。四朗がフィラデル
フィアで何を学び、どのような経験をしたのか、
つねづね気になっていた。
　ところが、その後、フィラデルフィア日米協会
の依頼により Phila-Nipponica: A Historic Guide to 

Philadelphia & Japan （1999）４）の改訂に参加する
ことになったのだが、幕末から明治初期のフィラ
デルフィアと日本の関係を精査する作業におい
て、柴四朗はフレンド日本伝道に係っていたばか
りでなく、岩崎久彌（三菱財閥 3代目）や馬場辰
猪（土佐出身の民権家）のフィラデルフィア来訪
にも関係していた可能性があるとわかった。そこ
で本論では、フィラデルフィアにおいて、柴四朗
を起点としていかに日米交流の輪が広がっていっ
たのか、彼の人脈を中心に考察する。

２．柴四朗の略歴
　まず柴四朗の略歴（1853−1922）を紹介する。５）

柴四朗は 1853 年に会津藩士柴佐多蔵の四男とし
て富津（千葉県）の会津陣屋で誕生し、藩校日新
館で学んだ。会津藩主松平容保の京都守護職着任
にともない、四朗の父親が上京。四朗も兄ととも
に京都に上がり、17 歳で鳥羽・伏見の役に参加
した。会津戦争では、白虎隊に編入されるも、生

来体の弱かった四朗は出陣のときに体調を崩して
参加を見合わせ、生き延びた。戊辰戦争の敗北に
より、四朗は猪苗代で謹慎の身となった。その後、
東京に護送され、護国寺に収容された。会津藩は
国替えとなり、下北半島で新規まき直しを測り、
斗南藩を興した。そこで会津藩士たちは、四朗の
弟、柴五郎の伝記『ある明治人の記録』６）が物語
るように、辛酸をなめた。この時、四朗は家族と
離れ、勉学の機会を求めて東京にひとり留まり、
私塾を転々とした。そして 1874 年からは横浜税
関長である柳谷謙太郎宅で書生暮らしを始めた。
　1877 年に西南戦争が勃発すると、四朗は憎き
薩摩と戦うべく、これに志願した。この戦争中に
熊本鎮台指令長官の谷千城（たに たてき、土佐
藩出身）に見いだされ、土佐の人たちと顔見知り
となる。なかでも谷を通して豊川良平の知遇を得
たことで、四朗の人生は好転する。豊川良平は三
菱財閥の創業者、岩崎彌太郎の従弟で、幼い時に
両親を失い、岩崎家に引き取られ、彌太郎とその
弟である彌之助とは兄弟同様に育てられた。彌太
郎の豊川良平に対する信頼は非常に厚く、長男久
彌の教育をこの人物に委ねたほどだった。柴四朗
が米国留学を実現できたのは、豊川を介して、岩
崎家の後押しを得たからである。豊川は人を見抜
くのが上手く、三菱に多くの有望な人物を紹介し
たと言われている。三菱に入社することも、経済
界に進むこともなかったが、四朗は将来性のある
人材として見込まれたのであろう。豊川は洋行す
る四朗のために送別会を催している。
　四朗の渡米は 1879 年、27 歳の時のことだった。
その渡航目的は「財政・金融・経済」の勉強とさ
れ、スポンサーである岩崎家の意向を反映したも
のとなっている。四朗はまずサンフランシスコに
落ち着いたが、ここには横浜で寄寓先としていた
柳谷謙太郎が総領事として赴任していた。最初に
学んだのはサンフランシスコにある商業専門学校
パシフィック・ビジネス・カレッジで、1880 年
12 月にディプロマを取得した。次に東海岸に移
り、マサチューセッツ州ケンブリッジにあるハー
バード大学に入学し、政治学を専攻した。しかし
ながら、ここにいたのはごく短期で、フィラデル
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フィアに転居し、1882 年にペンシルベニア大学
のウォートン・スクールに特別生として入学し、
1884 年 12 月に第一期生（the class of 1884）とし
て卒業した。ウォートン・スクールはアメリカで
最初の大学レベルのビジネス・スクールだった。
四朗は理学士（経済学）の学位を取得し、卒業。
1885 年 1 月に横浜に到着した。
　四朗は洋行帰りの経済学士となったわけである
が、すぐには職に就かず、まず東海散士のペンネー
ムで 1885 年 10 月に『佳人之奇遇』を出版し、大
きな人気を博した。その後も断続的にシリーズも
のとして書き続け、1897 年までにその数は全 16
巻（8巻 16 編）に及んだ。
　1885 年 12 月、谷千城が第１次伊藤内閣におい
て農商務大臣に任命されると、四朗は語学力と
新知識を買われて大臣秘書官となった。そして
1886 年 3 月から 1887 年 6 月までの 1年 3 か月お
よぶ農商工業の調査を目的とするヨーロッパ視察
に、四朗も随行した。この時の見聞はのちに『佳
人之奇遇』に活かされることとなる。帰国して間
もない 7月に、谷が井上馨外務大臣の条約改正案
に反対して大臣を辞任すると、四朗も辞職。その
後は執筆活動に従事し、ジャーナリストとしても
活躍した。日本で国会が開設されたのは 1890 年
のことである。1892 年に実施された第 2 回衆議
院議員選挙に福島第 4区から立候補し、初当選を
果たした。その後も四朗は当選を重ねて衆議院議
員をつとめ、大隈重信内閣で農商務次官、外務参
政官の役職についた。1915 年に外務参政官の職
を最後に政界から離れ、1922 年に熱海の別荘で
その生涯を終えた。享年 69 歳であった。
　柴四朗は作家、ジャーナリスト、政治家として
多彩な活動をしたが、「国権伸張」を持論とし、
政治的には愛国者の立場で一貫していた。

３．フィラデルフィア・フレンドとの関係
　舞台をアメリカに転じ、そもそもクエーカーま
たはフレンドとはどのような教派で、フィラデル
フィア・フレンドとはいかなる人びとだったのか
について手短にまとめておく。そのうえで、柴四
朗とメアリ・H・モリス（フィラデルフィアの有

力者の妻で親日家となったフレンド女性）との接
点を紹介する。
　クエーカーことフレンドは 17 世紀後半のイギ
リスに起源をもつプロテスタント一派である。す
べての人間は「内なる光」をもち、神は人間に直
接語りかけると考えるがゆえ、人間の平等を唱え、
聖書や教会をあまり重視しない。また平和主義者
であり、イギリスで宗教的迫害を受けていた。ウィ
リアム・ペンはクエーカー指導者の一人で、イギ
リス国王チャールズ２世から北米に領地を下付さ
れると、そこを「ペンの森」を意味するペンシル
ベニアと名付け、デラウェア川の河口に古代ギリ
シア語で「兄弟愛の町」を意味するフィラデルフィ
アの町を築いた。ペンはこの植民地をクエーカー
の避難所としたばかりではなく、信仰の自由を保
障して他教派にも門戸を開いた。フィラデルフィ
アは 18 世紀を通して英語圏においてロンドンに
次いで 2番目に大きな都市であり、英領北米植民
地の政治・商工業の中心地となった。独立革命の
ときには、13 植民地の代表はここに集まり、独
立宣言に署名した。さらに 1790 年から 1800 年ま
での 10 年間、フィラデルフィアはアメリカ合衆
国の首都であった。その政治的機能はワシントン
DCに譲ったものの、19 世紀にフィラデルフィア
はアメリカの産業発展を支える都市の一つとして
繁栄し、そして文化的・教育的な拠点となった。
　このようなペンシルベニアおよびフィラデル
フィアの歴史において、フィラデルフィア・フレ
ンドたちは独自な地位を占めてきた。ウィリアム・
ペンの同信者、そして植民地の先着者という有利
な立場を活かし、イギリスで宗教的迫害を受けて
いた時とは対照的に、彼らは社会の上層部に進出
した。さらに 19 世紀後半には、人口比上は少数
派に転じたものの、一部のクエーカーは産業化す
るアメリカ社会にうまく適応し、富を蓄積した。
そのようなフィラデルフィア・フレンドとして、
ペンシルベニア大学ウォートン・スクールを創設
した鉄鋼業界のジョセフ・ウォートン、海運業界
の大君となったクレメント・アクトン・グリスコ
ム、デパート業界で成功した ジャスタス・C・ス
トローブリッジや アイザック・H・クロシィアな
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どの名前が挙げられる。そしてフィラデルフィア・
フレンド婦人外国伝道協会を創設したメアリ・モ
リスの夫、ウィスター・モリスもその一人だった。
７）

　ウィスター・モリス（1815−1891）は独立戦争
で名を馳せたサミュエル・モリス大尉の子孫にあ
たる。母方から広大な土地を相続したばかりでな
く、モリス・タスカ―社の創業者の一人で、1855
年から晩年までペンシルベニア鉄道の重役もつと
めた。ちなみにモリス・タスカー社は、ウィスター
の兄たちの始めた会社で、もともとは鉄製ストー
ブと暖炉用品を製造していたが、19 世紀半ばに
はガスパイプや水道栓等も製造するようになっ
た。交替勤務制を採り、一時は 1600 人もの従業
員を抱えていたという。ウィスターは同時にたい
へんな慈善家で、ペンシルベニア病院評議会の会
長やフィラデルフィアン郊外のエルウィンにある
知的障害児施設の副会長、そしてハバフォード大
学の理事などをつとめた。カンバーランド郡に
カーライル・インディアン学校を開いたのもウィ
スターであった。日本でも、内村鑑三の「ウィス
ター・モリス氏に関する余の回顧」において黙徳
の慈善家として紹介されている。８）

　妻のメアリもまた活動的な女性であった。メア
リ・ハリスは鉄工場主の娘として、センター郡（現
the Bald Eagle 学区）に生まれた。幼くして両親
を亡くし、クエーカーの鉄工場主を後見人として
育った。長老派教会で洗礼を受けていたが、後見
人の影響からクエーカーとなり、チェスター郡に
あるクエーカーの寄宿学校ウェストタウン・ス
クールに学んだ。1863 年、メアリはウィスター
と結婚した。子供のころからメアリは地域奉仕に
関心を持っていたが、結婚後はオバーブルックに
ある自邸を拠点として様々な慈善活動に精をだし
た。フィラデルフィア孤児院の理事会メンバーで、
キリスト教婦人矯風会の支持者でもあり、刑務所
を出た女性囚人たちの更生施設であるハワード・
ホームの幹事もつとめた。９）

　メアリは 1870 年に中近東を旅し、そこで展開
されているキリスト教の伝道活動に興味を抱い
た。そして 1882 年には、地元フィラデルフィア

においてクエーカーの婦人外国伝道協会（フィラ
デルフィア・フレンド婦人外国伝道協会）を組織
し、1885 年から日本伝道を開始した。婦人外国
伝道協会メンバーたちはキリスト教伝道もさるこ
とながら、異教女性の地位向上と女子教育の振
興を願っていた。それゆえ早くも 1887 年には東
京に普連土女学校を開設し、メアリ自身も 2 度
（1890、1892−1893）ほど日本を訪問した。10）

　メアリの女子教育への関心はこれにとどまら
ず、女子高等教育に向かう。日本で最初の女性医
学博士である岡見京子は、モリス宅に寄寓しペ
ンシルベニア女子医科大学に通った。11）津田梅子
は 1882 年にモリス邸を訪問しており、モリス夫
人とは既知の間柄だったと思われるが、メアリは
梅子が 2度目の留学（1889−1891）でフレンド派
の学校であるブリンマー大学に入学するのを助け
た。さらにメアリは日本女性たちのために留学奨
学金制度を設けた。梅子は学業を終え帰国を前に
して、後進の日本女性にも米国で高等教育を受け
る機会を提供してくれるように、モリス夫人に頼
んだ。これに応えて、15 名の女性によって募金
が始められ、「日本婦人米国奨学金」（別名「ジャ
パニーズ・スカラシップ」）が設置されたのであ
る。毎年一人の日本女性がアメリカで学べるよう
に日本奨学金委員会を組織し、これは 1893 年か
ら 1976 年まで続き、25 名の日本女性がフィラデ
ルフィアにある大学（ほとんどがブリンマー大学）
で学んだ。河井道もこれによってブリンマー大学
に留学した女学生の一人だった。さらに 1900 年
に、津田梅子が日本で最初の女子の高等教育機関
である女子英学塾を創立したとき、モリス夫人は
財政的にこれを援助した。12）

　メアリの目は同性だけに向けられていたわけで
はない。メアリはフィラデルフィア在住の日本人
学生を自宅に招きバイブル・クラスを開き、「日
本人留学生の母」と慕われた。その中には内村鑑
三や新渡戸稲造が含まれていたのである。13）

　このようにメアリ・モリスは日本人との交流活
動に熱心で、フィラデルフィアにおいて彼女は日
米交流のキーパーソンとなった。それだけに、こ
のメアリ・モリスをして日本に目を向けさせたの
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が誰だったのかが気になるところである。メアリ・
モリスが内村や新渡戸よりも前に出会っていた日
本人学生、あるいは 1883 年 8 月 14 日にフィラデ
ルフィア・フレンド婦人外国伝道協会において、
その手紙が紹介されたという日本人とはいったい
誰であろうか。本論では 2つの根拠を示し、それ
が柴四朗である可能性を指摘したいと思う。

（１）まず取り上げるのは、1912 年時点のペン
シルベニア大学日本人同窓会名簿（「大正元年改
正・費府大学同窓会規約　会員名簿」）である。14）

そこから 1900 年までの日本人学生を在学順に整
理し、「氏名、在学期間、職業 /所属」を記すと、
次のようになる。

今 立 吐 酔　1875−1879
　横浜地方裁判所嘱託通訳 
柴 　 四 朗　1882−1884
　著述家
竹 内 周 蔵　1885−1886（退学）
　大阪商船会社社員
林 　 民 雄　1885−1889
　日本郵船専務取締役
佐伯理一郎　1886−1888
　京都佐伯病院長
　文部省医術開業試験委員
串 田 萬 蔵　1887−1890
　三菱合資会社銀行部副長
川 本 怐 蔵　1887−1890
　医師
伊 丹 二 郎　1888
　日本郵船神戸支店長
菅沼友三郎　1888−1889
　歯科医師
岩 崎 久 彌　1888−1891
　三菱合資会社社長
倉場富三郎　1891−1892（退学）
　会社員
河 野 徹 志　1891−1892
　河野病院長
杉浦貞次郎　1893−1894 /1898
　陸軍大学教授 
塚本ふじ子　1894−1895（退学）
　兵庫県立高等女学校英語科主任
安川清三郎　1896−1900
　鉱業

須藤吉之佑　1897−1900
　私立立教大学幹事

これを見ると、1883 年ごろ在籍していた日本人
学生はほぼ柴四朗に限定される。

（２）もう一つ提示したい資料は、柴四郎の洋書
リストである。上野格は「東海散士（柴四朗）の
蔵書」において、柴四朗が会津図書館に寄贈した
洋書をリストアップしている。宗教関係の本も多
く含まれているが、そのうち少なくとも次の 2冊
はクエーカー関係の書籍である。

①　Evans, Thomas, A Concise Account of the 

Religious Society of Friends, Commonly Called 

Quakers, Philadelphia, 1880.

②　Braithwaite, Joseph Bevan, Memories of Joseph 

John Gurney; With Selections from His Journal 

and Correspondence, 2 vols – complete in one–, 

Philadelphia, 1854.

さらに①の扉には、 “Mr. Shiro Shiba, with kind 

regards of Mary Morris, Iberbrook [sic], Philadelphia, 

11. 22. 1882” と、贈り主からの献辞が記されてい
る。15）他ならぬ、メアリ・モリスからのプレセン
トであり、1882 年 11 月 22 日という日付が物語
るところは、二人はこの時点で既知の間柄であ
り、柴四郎は 1883 年 8 月 14 日の会合で読み上
げられた日本学生でありうるということである。
　ちなみに②のタイトル名に含まれる人物、ジョ
セフ・ジョン・ガーニーとは 19 世紀半ばにイギ
リスのクエーカー界に福音的革新をもたらしたク
エーカー指導者の一人である。著者ジョセフ・べ
ヴァン・ブレイスウェイトはイギリス人クエー
カーで、モリス夫妻の友人だった。16）さらに日本
との関連を指摘すれば、ブレイスウェイトの子供
のうち２人が日本に長期滞在した。娘メアリは、
医療伝道のため赤坂病院（眼科）を開業していた
ウィリス・ノートン・ウィットニーの妻となり、
来日している。またブレイスウェイトの息子の一
人（ジョージ・ブレイスウェイト）は伝道のため
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イギリスから日本に赴き、フレンド日本伝道に協
力した人物であった。17）

　以上の 2点から、内村や新渡戸以前に、メアリ・
モリスや婦人外国伝道協会メンバーと知り合いに
なっていた日本人学生で、日本伝道を促す手紙を
書いたのは柴四朗であった可能性は非常に高い。
先んじてフィラデルフィア・フレンドと接触して
いたものの、柴四朗はあまり宗教には関心がな
かったようで、18）この事実は四朗の口から語られ
ることはなかった。これとは対照的に、日本伝道
を助けたという点で、後に登場した内村と新渡戸
の存在感と貢献度は非常に大きく、それゆえ日本
フレンド伝道において四朗は見えない存在になっ
てしまっていたと思われる。

４．三菱との関係
　次に、柴四朗と三菱との関係、さらにペンシル
ベニア大学と三菱との関係を取り上げたい。すで
に述べた通り、柴四朗と三菱財閥の第 3代目であ
る岩崎久彌はともにペンシルベニア大学ウォート
ン・スクールを卒業した。それ以外にも 1880 年
代から 1890 年代にかけて、三菱系の人々がペン
シルベニア大学で学んでいる。ここでも柴四朗が
先陣を切った可能性を指摘する。
　19 世紀後半、フィラデルフィアはボストンや
ニューヨークと並ぶ文化都市として、日本人留学
生を惹きつけた。なかでも日本人留学生が多かっ
たのはペンシルベニア大学だった。他のアイビー
リーグの大学の多くが牧師養成のための神学校と
して始まったのとは異なり、ペンシルベニア大学
は創設時から実学重視の大学であった。特に医学
と経済の分野では常に先駆的な役割を果たしてき
たが、この実学志向は柴四朗と岩崎久彌が学んだ
ウォートン・スクールに最も反映されていると言
えるかもしれない。
　ウォートンはアメリカで最初の大学レベルのビ
ジネス・スクールで、1881 年にジョセフ・ウォー
トンによって創設された。19）ジョセフ・ウォート
ン（1826−1909）はフィラデルフィア出身のクエー
カーで、鉛や亜鉛、ニッケル、鉄などの金属産業

に係り、後にベツレヘム・スティール会社を興し
財を築いた。国際競争の中でアメリカ産業が勝ち
抜くためには保護貿易が必要との立場をとり、保
護貿易主義者のヘンリー・C・キャリーを師と仰
ぎ、日曜日の午後にはキャリーのサロンに出入り
し彼の弟子たちとも交際した。ペンシルベニア大
学に 10 万ドルの寄付をしてウォートン・スクー
ルを創設したのは、保護貿易の主張を啓発するた
めでもあった。しかしながらウォートン・スクー
ル自体はそれに拘束されることなく、カリキュラ
ムに社会科学や政治科学を含めたより広い教育を
展開するようになっていった。20）

　開学時から 1901 年まで、ウォートン・スクー
ルの正式名称は “ The Wharton School of Finance 

and Economy” であった。開学当初は３年制（サ
ブジュニア、ジュニア、シニア）を採っていたが、
間もなく就学期間を短縮し、2年間（３、４年次）
の専門課程となり、課程修了者には理学士（BS）
が授与された。柴四朗はこの学校にまずは特別生
として入学し、第一期生として卒業を果たした。
ちなみにウォートン・スクール開校時の入学者は
13 名で、そのうちサブジュニアは 2名、残りの
11 名は特別生。そして 1884 年 6 月に学士を取得
して、卒業したのは 5人だった。21）

　柴四朗は在米中に何度も日本の経済雑誌『東海
経済新報』に寄稿し、保護貿易の論陣を張った。22）

四朗が保護貿易を奉じるカリキュラムに惹かれて
ウォートン・スクールで学ぶことを決めたのか、
それとも意図せずして入学し、結果的に保護貿易
主張者となったのかは現時点では不明である。た
だ、この保護貿易の主張は当時の三菱の利益にか
なったものだったと思われる。それゆえ、四朗の
教育成果をみて、岩崎久彌本人が、あるいは三菱
が（具体的には、久彌留学時に父親はすでに他界
していたので、叔父である三菱財閥 2代目の岩崎
彌之助が）、留学先としてウォートンを選んだと
しても納得できる。
　それでは岩崎久彌とは、どのような人だったの
か。23）久彌は明治維新の 3 年前の 1865 年、土佐
藩（高知県）に生まれた。父親の彌太郎は海運業
に着手して、三菱の創業者となった。この会社は
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その後、鉱山、金融、倉庫、造船など、近代国家
が必要とする様々な経済分野に進出していく。
　久彌は 1875 年（9 歳）に慶應義塾に入学した
が、3年後に父親である彌太郎が開設した三菱商
業学校に１期生として転じ、そこで英文テキスト
を用いて簿記や世界史、経済、法律などを学んだ。
1886 年 5 月に日本を出帆（20 歳）。最初の 2年間
を大学入学準備に費やし、1888 年にペンシルベ
ニア大学のウォートン・スクールに進学し、主と
して財政学を学んだ。フィラデルフィアで久彌は
質素な下宿に住み、ごく普通の学生生活を送った。
当時、多くの日本人がフィラデルフィアで学んで
いたが、久彌はよく彼らと交際し、日本人留学生
を対象に自宅でバイブル・クラスを開いていたメ
アリ・モリスの家も訪問していた。お金に苦しん
でいる日本人学生がいると、匿名で経済的支援を
与えたと伝えられている。
　5年間の留学生活を終え、久彌が帰国したのは
1891 年だった。アメリカ史において 19 世紀末の
4半世紀はまさに石炭、石油、鉄鋼、鉄道、銀行
などの基幹産業が発達し、独占化が進行する時代
であった。久彌はアメリカ社会の変化を目の当た
りにしてきたことになる。
　1893 年、久彌は 28 歳の若さで三菱の社長に就
任した。この年には商法が施行され、個人経営の
三菱は改組し組織経営による合資会社になった。
久彌が社長職を辞したのは 1916 年のことであり、
彼の任期（1893-1916）は日清戦争（1894）や日
露戦争（1904）、第一次世界大戦（1914）に対応し、
他方で、まさに日本の近代産業の勃興と発展の時
期に重なる。この間、久彌は事業の多角化と分業
化 (事業部制 )を推進した。
　次に久彌と同時期（1888-1891）あるいは前後
して、ペンシルベニア大学で学んだ三菱関係者の
面々を在学順に紹介しよう。

林民雄（1865－1936）
在学期間：1885−1889
高知県出身で、大学予備門での教育ののち、
1885 年に渡米。ペンシルベニア大学のカタログ 

(Catalogue and Announcements) よ れ ば、1885 年

度は学部の科学コースで Partial Student として、
翌 1886 年度は Towne Scientific School の Partial 

Student として在学し、1887 年度からウォートン・
スクールの正規生となって 1889 年 6 月に卒業し
ている。卒業式の次第には、取得した学位は the 

Degree of Bachelor of Philosophy と記されている。
ペンシルベニア大学政治理財学科に学び、学士号
を取得した。欧州を視察してから帰国し、1891
年に日本郵船に入社した。様々な職種を経て、専
務となった。24）

串田萬蔵（1867－1939）
在学期間：1886−1890、3328 Walnut St.に在住
正規生として入学し、1、２年次は Course of 

Science 専攻、ウォートンに進学した。串田は学
業に秀でていたのみならず、スポーツ（ボート）
や学生会でも活躍していた。ウォートン卒業後、
フィラデルフィアの銀行で実務経験を積んだ。三
菱合資会社銀行部副長となった。串田孫一の父で
ある。25）

伊丹二郎（1863－1951）　
在学期間：1888、 423 S 40th St.に在住
1888 年から 1889 年にかけてウォートン・スクー
ルの 3年生に在籍。1年間のみであったが、串田
萬蔵の同級生となった。1893 年に日本郵船に入
社した。日本郵船は 1885 年に郵便汽船三菱会社
と共同運輸会社が合併し日本郵船会社となり、こ
の年の 1893 年に新たに株式会社、日本郵船株式
会社として誕生したばかりであった。伊丹は後に
麒麟麦酒に転じ社長、会長を務めることになるが、
キリンビールもまた三菱系の起業だった。伊丹に
ついては、久彌とほぼ同時期に留学していること
に注目したい。26）

倉場富三郎（1970－1941）
在学期間：1890−1892
貿易商トマス・グラバーの長男。倉場富三郎は
1891 年にペンシルベニア大学の医学準備コース
に入学し、生物学を専攻した。彼は 2年間学んだ
だけで 1892 年には退学した。帰国し、ホームリ
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ンガー商会に勤めた。この商会は 1907 年に長崎
汽船漁業を設立し、鋼製トロール漁船による操業
を始めたが、このころから富三郎は、日本西部及
び南部魚類図譜（グラバー図譜）の編纂を開始し
ている。生物学を専攻した富三郎が水揚げされた
魚介類をみて、関心をそそられたことは想像に難
くない。27）

　三菱に就職することはなかったが、倉場富三郎
の留学にも岩崎家が関連していた。富三郎の父、
トマス・グラバーは、長崎の風光明媚な洋館グラ
バー邸にその名を残している。かれはスコットラ
ンド出身の貿易商で 1859 年に来日し、薩摩、長
州、土佐などの討幕派諸藩に武器弾薬や船舶等を
売って巨万の富を得た。いわゆる武器商人であ
る。グラバーは維新後も日本に留まり、明治政府
の富国強兵、殖産興業の政策に協力した。岩崎彌
太郎の指南役を果たし、1885 年以降は三菱の相
談役をつとめていた。岩崎一族とグラバー家は親
しい関係であり、富三郎は三菱の子弟寮から学習
院に通った。彌太郎の弟で三菱財閥の第二代目で
ある彌之助の家に寄宿していた。当然のことなが
ら、久彌とも顔見知りであったろう。一緒にフィ
ラデルフィアに滞在した期間は 1年に満たなかっ
たが、久彌は先輩として富三郎が落ち着くのを見
守った。日本ではこの頃、グラバーと彌之助はビー
ル会社創設をめぐって強い協力関係にあった。彌
之助は伊藤博文にグラバーの叙勲を働きかけたこ
とがあり、これは 1908 年に実現した。

馬場辰猪（1850－1888）
一方で、土佐出身の民権家で米国に亡命した馬場
辰猪にとって、フィラデルフィアは終焉の地と
なった。馬場はペンシルベニア大学に在学したわ
けではなかったが、岩崎家とは密接な関係を持っ
ているので、あわせて紹介する。28）

　辰猪は 1850 年に土佐の上士の家に生まれた。
17 歳の時に江戸留学の藩命により福沢諭吉の塾
で学び、その後、長崎英語伝習所でフルベッキ
から英語を学んだ。1870 年に土佐藩の藩費留学
生としてイギリスに渡り、海軍機関学を学んだ。
1874 年に帰国。1875 年には今度は明治政府の留

学生として再び渡英し、主として法律を学んだ。
2度の留学により、イギリス滞在期間は通算して
７年に及ぶ。福沢諭吉からも将来を嘱望され、帰
国後は慶応義塾や三菱商業学校で教鞭をとった。
辰猪は留学を通して言論思想の自由に深く傾倒
し、帰国後、中江兆民らとともに自由民権運動の
指導者となった。しかしながら、その過激な言動
から政治演説を禁止されるなど、政府から要注意
人物とみなされるようになる。1885 年には爆発
物取締罰則違反で逮捕され、翌年に無罪判決と
なったが、アメリカに亡命した。辰猪が（久彌の
後を追うように）横浜から出帆したのは 1886 年
6 月のことであり、サンフランシスコ、ニューヨー
クと移動し、1887 年 3 月にフィラデルフィアに
たどり着いた。
　慶応義塾と三菱商業学校で教えていた辰猪は、
岩崎久彌にとっては恩師であった。かつ辰猪は婚
姻関係により岩崎一族と結ばれていた。豊川良平
は岩崎彌太郎の従兄弟で、久彌の教育係を任され
ていた人物であるが、その妻は馬場辰猪の姪、屋
寿（安）だった。屋寿は自宅を離れ学校に通う久
彌を預かり、生活の世話したのである。それゆえ
ペンシルベニア大学の病院に辰猪を見舞い、そし
て葬儀を出したのが久彌だったのは不思議ではな
かった。

　以上、縷々述べてきたが、1880 年代から 1890
年代にかけて、ペンシルベニア大学に土佐出身者
あるいは三菱関係者が集っていたのである。特に
1888−1889 年度には、ウォートン・スクールに
林民雄が 4年生として、串田萬蔵と伊丹二郎が 3
年生として在学し、岩崎久彌はウォートン進学を
前提として 2年生として社会科学を学んでいる状
態だった。当時、ペンシルベニア大学はまだ小規
模で、この年度、学部の在学者数は全部で 346 名。
一学年の在学者数は 100 名以下で、３年生と 4年
生から構成されるウォートンの学生数は 31 名に
すぎなかった。それゆえ 1888−1889 年度におい
ては、日本人学生 3名がウォートン・スクールの
約一割を占めていたことになる。そして、その先
鞭をつけたのが豊川良平と親しく、岩崎家から学
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資を得て留学した柴四朗だった。

５．おわりに
　戊辰戦争での敗北をばねに洋学に活路を求め、
海外に飛び出した会津人は少なくない。東海散士
こと柴四朗もその一人で、アメリカに留学し、主
人公が世界を駆け巡る政治小説で名を成した。こ
の小説はフィラデルフィアから始まり、主人公で
ある東海散士は「独立閣」すなわちインディペン
デンス・ホールで幽蘭と紅蓮の二人の美女と出会
う。明治初期、この印象深いシーンで、フィラデ
ルフィアの名は日本中に知られることとなった。
この点で、柴四朗のフィラデルフィアに対する貢
献度は高かったといえる。だが、四朗は他の面で
も日本とフィラデルフィアを繋いでいた。宗教に
は関心があまりなかったようで、地元のクエー
カーたちとの交流について、ことにメアリ・モリ
スについて語ることはなかった。また当時まこと
に希少だった洋行帰りの経済学士だったにもかか
わらず、経済界で活躍したわけではなかったので、
アメリカで最初のビジネス・スクールと三菱を繋
いだ事実も忘れ去られていたようだ。本論では、
柴四朗のフィラデルフィア・フレンドとの関係、
そして三菱との関係を解明することによって、四
朗がフィラデルフィアにおいて日米を繋ぐ人脈を
築いていた事実を確認できたことと思う。
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会から外国伝道協会へ」『山梨県立女子短期大学紀要』
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ドと日本年会 1900-1947」『山梨県立女子短期大学紀要』
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期大学紀要』38 号（2005）、19−29 など。

２）これは駐日フレンド宣教師エディス・シャープレス
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